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11了「` 11 Íi l.:.1■ 11、

チミす:｀ ―三女メ11二 1■rl i._ヽ
/「

)

ぼで,:|＼ ■rt二 ヽ

壺ごヽ.■ ‐li 4 11≧ 1■

【■1｀ 11:l「
),,

|::三 |:メ|:建 il‐
1:  ´

ご、t、 it｀
＼ ｀

式卜I´′`

ィヽ,ゝ 、 :三 さ■1″バ鷲 |´ノ`
:

さ i(´尋i≧ 1｀「:卜 感「者l

甕 fl、 |´:二 _ヽ|て If t

鷲ヽ
'∵ ‐

ミ|° キ:Vご こキ

導Iブ ,た:贅 t、

=｀

1キ ::

洒II:=‐r■ 、、`It｀ |ヽ

(、  r.■ I Jl .ヽ 11:|::|111 1‐ 1

・ (5(1)

が
｀

手 ご

う、
='(、｀

 タキ主:想、

」キlll、 11｀
1、

=

ご`二 ti・ tさ

ユ |■ こFkビ

ノj卜Ⅲ ll,■

■ ■

'I::::::11::

|́ /́・   「
i:「

♪
卜 1「 11:I■

1,1・ 11、
・
(‐ 11

■ざギ.、■:ハ :｀

く《_=1,It tず

'P
ヒ.｀ せヽit ltとI

I/｀

1´
:II｀

「う:黎 :、

′11二 :i:1.::IJギ

:1荘■卜:■ 4
11・ .1■ F=i′ ＼χ

ヽ■ イ |:)｀ i 、ィ
´‐
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第4回パス学冨曇回素会 :

王餓 こ轟掛3学紙ゴく|プ 4あ |ブ オ

晨畠捩豊田郡豊済田T■書農lit琴蕨

放 ホ 卓 夫

11〕 .1感じめ|こ

12〕 。学板′実態         :
1。 人曇構藪

2.轟 じ吾日)言動能力     ■

3.仲間関係

131.犠 回プくり4薫糞 ‐  ‐ :

1.基東目標

2 具値目標

① 活|ご⊃顧轟じ合し|の場在作3ここク
:

② 協夷す0 1じ  在育⊂ひ



(4〕「薇避け饉ρ湯′天革

1.事選握種ρ改善

o,自■1鶴電学理こあざご層

“

II

②、共同鶴馬ぢ鶴糧支の言護  ‐

l ⑤.5ごも′蚕言こ尊重すD  i

i5〕 、

1 学鮮 団′租穏

2 1111~編 最

3 日適邁勲

16〕 .ま こダ



女島釆複口群婆ャ季薇 ス潤認ニ :

:

Ft後須バスを取 |)鶴 |〔 ヽ`とった経通
モ|)ヤ 孝次での導赦諄後∂立場を整理して、二人二人の生徒の進発派碑を雄か杖もの

|〔 させるため|〔 |よ 、と`ん年二ど|=Zスリ麹Lめ 1凄 よ`いη`と反なしてなる。
の 生徒たちlよ 、主まさ`ま斌生治基盤と更態を基れ してしヽろしヽろな経験ともっ
ている。それた、み校|〔 おしヽて知性ケ9に含ィこさなた諸領家の分寿で矛統的に与
著した戌票ユ額倉し、新たな学力に壽窪螂(さ せる そ́して 人́一人の生徒に自
らの鴻動をとおして奮こ芙ぇびはηヽわスるよう個人と欧まし、個マがなり含え

'・  る象国をつくわ七る。二のことが導憲燿性としての基かでヽある。
② ♭ホしながわ、政2人の生徒の議 艇筵小ら送らXて くる清教やな績をきに

して、ハ君の数拳ld~、 多さんの美語|よ 、むク少しなんと小拳u表麟春だてばな
し`ウのな`、そっと呼んで話を聞tヽ てやったり、まそ、としてゃったり、議よした
|)す る。しかし、義人の生徒が自この課題えた願してtヽ フているか.象生∂こ
りした滋みに参各参わわずヽ その友栗)(顧窺待が少なし`.む ミ|(その孝因左鬼
つオ湯レたわよいつか,

0 ■と11、 ャ孝校■4ともなス|よ 、`進話の|なと|よ さんで不をさな`にな4,、 日
攀進む11つ れてあとりこ劣等点、時には巧臨 薫|てみよゎ承、慈力左人夕だけで
なく参乙表41(立 ろ績クこし`ク象数から送遊しよクとする緩資の生徒ヵ生じる。
こりした実筵生え豚:きゼ砂こと1試質としても菫孝である。

o上 基したより憲課應ゃ鍋悪点とかい″って、小横で行なわ奴てしヽる救科//0孝

覆の中で`も、生炎イ層くのス落部ォヘの対質のしぃたき樹滋してみると、およく
ズのよりでう る。

ζ)塑  →  メ ト →  額 をな おわる
③ 奪習 →  テスト ー→ 嬌 秒 の級 ―一

―→
1舞 譲菫β畠:二: IffI 全軍鼻
(C)復分で熱 致t雫に策理一ごく一部つ

ミの夫縫、えた紙さこるため|■

ぐり ご)に ついて|よ その響螺蒟後なここと脂橘する。
の 解)の①の場合も難轟位で`あるこ″考|〔 着縫する。

一
  /  ―

燿艦款婚の立場と復習バス・



● (口)の (bOtチルーチで4拳君できるょクしくむ指導,

解液霧バスヘの弗oなみの滋 、
ニムの過程の機会で、いかに個人ぶ負このス落汗劣とぇぃハし、た浜しごうと奪

るた質がイ生えてウ、そ二|■ 、それこ安|す入な、そ:ナ こめる個<ρつてがりがな|す

ればヽ 孝lt r妓ぇてタラターーが立てゃるJとぃったできあがってぃる畑載ρ反縄
的ばや|'こ りでがのり。上速んているo―ta)の ダイァと殆んな夜ゎりがなく、1まん
とクに抵解した、少してヽも負夕なりに足者の子だて左したとtゆ 再シ1響になかなlゝ

そネな|すでなく、もフこ隻零なこと1護「あの人類いつむ岬く二「あの人ぼえうい人
だJと と`り、知識の覆だけ左:基準にして優こ笏とを二、ヽ1てそ裁してくる。こ″ょク
軍「かたよりJ去バ員|〔 内そクした係ルールや多欲ボ 想立に自乙表現を|ご本うクと
する疑よりとクむ集園とぼ額り|(く lt.

このよケ〔われわ紹ご晃表)で あうこみ、また、おら二みゃて、ヽχ籐2も フていみ
ミれをえ脈するため|(、 私の落豚狡′霧勢バス彦銀土じようと大そしT〔 .

Z。 後君バス11と りくむ歩 的考え方
(Iン久薇額試態におθ＼れて、ヽる生後、嫁タト沢メ乙|〔 わる生徒がしたゎさ∠てtヽ る間遷ほと
わた、そ縣と旗賛の課題としてごク住透づ|すなか、この課薙:と 一つの生徒の議源と
し4と りめなごせる。

0そめため|(1壺徒が自脅左敢|す かヽ|す、狡ず
｀
夕|すたもρ産黎夕【あの華 とする集蒻、

ミのよう類象理に血るにはと`クすな|ままぃか左ャベ`l■あえる。

“

)も フとも、平系r雇琴窓羞蒙ゆ中で生薇ぼ色然発生的|ンミス産したり、バスとした
いといケ黎求余ある。一― じ林しななら、j兎矢|〔 ぼ I贅締は、何わ容の各たわぐこ
の芽を経んでtヽ た。この々勲(た って 一一 この書求産イ画イ直あるもの|て とヽク鍼
する少。

のこタレた考えガ左基底|■ して、主炭この拳蒻と全鉄城で保簿してtヽ くの|ま当然のこと
なぶう、季須逓勧こドク場で、イ層の卜♭一ニン7ヽ として、な杖倅鞠Jの 覆かで書日
3ο 分の時間を設走じ厨猛とですめる。

3、 1瞳バスハ轟く斃饉む

(|ン【の構成
上速の実寒と澤:樽 ″なかで、生徒)■「話し6tヽ J豊もっと島める|=|ご と`わしたら

よ tヽ かと教なか|すた。しふし、生徒かわば  ぱ薄晃 はな<、 単)■席替えきして

- 2 -



むら、＼たし`こ、＼クごこであ った 。しヽわいると誰し念 フ憲 亀呆とまこめ 、条件 こ

して ズ参重点遺 さめた。

● 7テスの申かゎバス妥重7承オ負選し、昇7の人数の朝り藩こつ111よ ミだ
｀
わ

らなぃまク邊な。

○ 鍾総人数構式1疲 琴ヤ覇数で請み角こ
´

=る
。

● 鍾よずっi〔 す番。それ|(最歴じkバス`畏増 ご置し、碁負婚き ヂヾにお歴:ん

で訴離ずる冷
(2ガ響のしよた:二 畷しておか J■ じ子―シビン

ー=奪 |(、 テストの」結果豊質養よして
0 尺1夕拳その生賓爵ス落諦倉き取り上|ず、平系の学奮のτ卜で バK｀ 分詩銀
が与こう″tて ■,、 が、ス`が,凝′垂多サである

=こ
っ

轡 締r奪鰭ャI欠鶏― 覆通斧こザ多参`ぃ、霧をけ″多をの多なぃ、孝住 |ヽつ

~た

数のあ拿・デ等五:義機し、こ託し左え坂するたの1■、沐奪な幸象の攀蒼態貶|■

層ユの愛疑た溝え、また蜜この数鷲心、露筵参じノツクぶだノ湧こFあわさ縣る
Iこ 参たいこつきθ

O子ストの奪料理参:へ後ぶf無主額躊含ρ尭級のため費、ヒ√ひ点が表選さftる

こと|よ盈t＼ 1■

～
全将いよう■

(森 )一 つで`した嵌じようとする褒難.

(妙 ,メ ンバーでなさ鯉すょゥ雇導馨鷲7だ 1越 たらさか|す ゃ考黎:象 ,

e 誓理の子「員五璃ぉホ|■ する。
1表)テストの優イ皇と方ス

Iス ト1ご 親題老見琶理のためのアフレイJて あヽ:り 、菫臨 ＼左親み才＼て琴
‐

壬も√
'で

あるIこ 、さわl〔、霧夕の蕉見や彦参轟左するIと ば、蜜ニテス
トの最も評時議撃

・
ですぐ

・
纂「こ十f〕i、で`める二こ産曹穐平さ凛る♪

t紛 挙蕃弁.兵を
懸遷黎だごギ僚す―→みえ苺て`や0-・か裏こ総て菫層爾番、こヽヽ今3サ ″
ズヂプヽすとデ`く人で為島。いず小だな|よ

｀

覆遭親 憂鰹/―→ バ又` 一→ 聯賀ξttFF時諄
`藤

一'薫選鍛覇登乳 一一
―デ理最腱起 ―キ ノ`ぶ｀ 一勢ザズムであるを
■痕;■ この,ブ スム産わかザ轟<二療じな窮二なぞ

｀
わえて

ふヽ●:ル   ー十 ステッ /・
  ―一→ ジマン

｀
ア

(主曇£島■il女わえる~→ 黍慇  ヽ
―・ ―) 轟雲婁てヽ、専1肇:恐  /



罐 理する。頌選鎮黒ひさって戒おかド)、 ラ<の人の議、見左織儘じて鍵鋼し、
燿卦つて解責の方鶴//tむ ク＼ク

=と
五魔毎ギさせるψ

(物 貧ヾ長公
0 今までの導暮井♭小た∂歳、検
バス像擦多「 わかフたつ移′∫」「わからなtヽ 声pォ 2ぁとでゃるっもっ」で凝んでヽ
しまつて|ま いて小ブな守＼をノ張横しめクつ

参 iレ 与ザ」こI模
り」の泰 =(つもり)2のィ看丞こヽのょゥ|て た教するォンヽス

ヽ

するジ
0 そ√p■ め二ば

'鑓
この理露拝、え警理して、バ武_長 1裏 ご`のよケ■じす■うよぃぜヽバス`  v

する。
(鈴 難で、閏題≧悠す救科の乗とさめたわと`十魯,

(参 蝿鞭ぶ轟さなたわ、マ資巻)■ 誇壼F薦 じギ1わ とヽクかρ
C)みん類バイでき

/)｀ まった鎮選 |ょ 、バス長がな料の燿捜 1■ :凝起したわごうかθ    t
〔黙)=で 撰`ギ夫tノ た場多、間題となした人なヾミこ蒟の議員とする。11■うなぇ́でなデ
蒔:おミス長が苺贄したらごクク`。

C)ど つ紳釧選 :〔
/っ ぃて、メンバーース、一人が奮しかのも亀とするよrク 支之あザた

わなやIF＼ 参

(1)襄儀が「1鍾最奪番尋轟、パズ長」ミ導くもと|〔 争むtr、 難急嚇少類ヽい人 |〔 発事をす
奪めた.う こ`やか。

4、 バス角レーフ竃〔おける逓動の観秦
(|)対象とがス

3書142名 で祇覆巡凝をしてみ菫のテ赴孝t麦記録し●↓
吟覆式の崎〔:湯

⑮ 要薔バで長    落轟参曜凝 ―一T‐ 轟こノ小:す

0で手バ´々長          一与、一方ボ穣機彎
◇母予ゞ〉八―         (一  ヽえぶ i塔ギ季繰簿
f)千言うメ〉ダ・ヽ一

縛)藤 ミ■ュ奪―シ・ ,■,薇豪(IPい (
藪警なも√ずで導なしず、ま重簿(奮拳♭た、→
やバス:職報I く/ヾ 〉バズ颯′レ耗咽
ル導ユ疹奪逹:型   然

=)メ
ンオ■一晦/:甚立氏

――――一 ギ
` 

‐――___
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米 く泰)は パ孝|♭ 1壁 にな|ノ おうである。

1要ニ 21P_ ちデ圧 4理 3班 6 je■ 7」霊
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そ月)港動のオ雄こ薄衆
○ 目を宝 ね るご と11堰重厭じむ型 |〔 菱黎〒した。

の パネ|レ 鷲額覇と童総ても爽在する喚亀欲独よった。この尋桑として、ズの規
〕れ左項らか11す る褻琴なあるゎ

のメンバー理の騨f9レベん∂差|〔 よること|ごないη＼ク

くの戻鶴F暑題の箕め差で、一琴
'の

メンバータ璃 でさす1、

.銀 さらくに上頭るので`

1ま ていか。

C誰房周羞の説明θじ夕たに懸難な′や、夕あるρて
｀
1ま なぃか。

遷)メ ンバーの1弯篠
レ拿ウなつておりに欠難鐵ていク`θ

③ 終合的1■ 鶏た灸プ■                           V
Q泰豊スた型、わるい|よそイに達しヽ発し6い羞動とみると、議し色いの彰スが

バス長て`1護 亀
｀
く、目たとしてtキ なしヽ。

こ♭)誰じ会いの申核ぶ銀雛 ふとなっている
=こ卜逮琢 茂ヽ型に,4見られる。

③パ孝し型のなかで
｀
も話し各tヽ のギ核は銀薙張轟な1■ なフていることぶ多いθ  ~

d)バネル整て`1よ る姦蓋∂発葛する時間小長い場aが 多ぃク

C)5覇0よ ク1■ メンバーの性番 が内鶴整であると、証 の分裂する■こはないが  ・

ノヾ孝ル1笙 :■覆ザ易 tヽ 嫉籟左示すρ

5.復習バズθ逃動と通 してご駁艇舞饉編左得た↑

(1)彰べ産権等してむヤ未左轟めること|までき頓t｀ θ彰石'の し会たとつかませるた

めのスダートとして、形式lξ たいせつである。が、い―/ま でウ彰夫 :〔 とらわえた
|サ 、4√)形式で`ギ鎌の点、接産恙たていると、て>孝 |デ イむやメ>ノヾ`一目の方梨左生

じてくる。導機■後として賢争で`さるヤ疼と|ま 、と`のように発、ちが進めわれ、そ

のヤ核が多け夜している金、進晨左暉塔する書熟は何小産観秦|〔 よってフη＼み、  t
その踊選をバス瑕会、各テループなどに奉験」してグラスや該当グ′レーフでた級稽鷲

豊させるよク湧こ意することである。4の ここなくして(よ 、一部)の 生徒Lα浸理|ミ で`

きてし、像蒼バス`たれ ての承言のオI造 |ま お|モ つつ＼なも`9愛霧バス
｀
鎮、安落尊t

(ガ策Fばなく、生徒の手力産義め 丘誘左保障するが驚∂落みであることを熱

った。
彼)チ〕卜・ザ°やイ級のな少で`各多じlril t｀ とイ象鑑 左た露スすることな困難でヽあり、球

外される耀黎|が生じることたこのよク|〔 隷種として議 じたらよtヽ のか、と、ヽク

薄甕き意識した。
___ Z  

一
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孵 ‐J)夕
I夕曇賛 、ぇ委も嬢のメバ ーボ わべ、マイ難 巨お猪 ている。

自らも、メンバ
｀
一掌＼らも 、誌 じ小i´)た り、議じ小 i・すらなた りして t｀ 覆い。

:   i装
≧lF重婁左父麦〕から鍾4と 、こや節とくゆべるこ学校つへ篠ば傷ろ

メタヽ、人溝)象:襲奪やいて`、家√手t il色 んこ`デなす■する。たとこば、父現なヽ野サて

時った鐸慶妄1■ なってき誕とし/てく4るの1顧 ≧″うだ|す でヽす、とtヽ ク在であ孔
さら:■ ぷ表さなくついて|ご ズのよ′りな喉脅委伊摩双:∫ 倉lみ かあるEと丘′綺筆した

ぃ。来長さんが2革主」ジやpIと であるθ曇じイラス、風チ|♭ 一ヂカメ〕ハ`一秀
ひこ午:〔 F、さん夕ヽヽた。Fさス/と 1裏 一一裁峰、4、 電ぜんぞくのたク■幕腎チ、そ
分た石>:＼ 4√≫難ふ肇管等、ヤぢ鷲え|〔 入挙、轟¥糞難

/ア
k/馨 もある■1,寸

~ゼ｀
:す ●`1オ

lよ 、ヽホ、票灌蒸欠ルがらで響ギ、と`多ヽ`み義ス′プス選レ多で涯蓼孝ミじ:」 tブ め
'こ

、一一一″ぞ″
ずキ点む懇さも乙√)ぶ 父ニダヽが饉じ重っ

1‐〔。ま、す〒全んi■ こび二んでtヽ つたIρ 鐵轟ミ

きなこ`あつた.幕姓数島〒とN表さんの夕ヽ:レ
イプθでヽ 【彩がらだ〒■/´ ″と二手ヘ

7く奪株もある遮がメ2 波課役夕、多メψ露/tだ ってたがたてメ
｀
訪問、看に感を舞で、

義1■ 饉γ卜/'＼ ふilがあ「.Iぃ F、さ″́ノのため;1/ヽ「
`こ

う之牛つて誘つ:7/し なもヽ い＼

で`tノ 、下さん藷籠器が、かム(下 さんやか尊較:1行θ＼んのでみスノな:1吟 ＼サス菫

争:す る́といギ〔ギこ千たず、身ι,■ がたも三」Ⅲ～来ん【1意 しい、そ多う
=な

く誓苺夫ヘ

看季＼んず)で 壼F疑 てil拳
｀
苺くなる1裏青ヽザだ、だくな`どず霊轟さ:/【、た孝11ち F「fF軍 、`こ

―寺|′t摯ノ考主してくれるよう漱爵するばご 庫ヽ…愛びンある壼矢でめるっ

一一奪碁蠣義のコミ三‐ケーシうシρなかかわ|』、も
｀
さ繁ミ雑ている燕Aき奪、く

おじ.斧 中で緩逓ぐテ1■
'も

参考づ
｀
みNよ さん 一一 この終次さん余し稜|ず

｀
夕|する戒無懸

傾かぐ致辞(導私農受侵こ救欝菫仕こいわ二毒筆難あの矛亀f＼ )∫ぢ贅、も黎K
生モト率著 こ奪難さごた4ガ か な薄こ趣裁 スヽ機とノ

Iデ

拳宥建 b σラ事疑と

覇tヽ ■して1了 ろ舞義でく袋なtヽ か´

:・曜薯I二ざ凛:ξξギ
1軍
舞顔ittfが墓ガ霊とくダたがぼ

む歓1主識が気上してぃるょり:〔 鍾厨、イないが、2ギ l義とくわ〆=ざ るこベス:ミ疑7)

みみる。諄して奪しがたい無友、導新しよりこでる影繋攣滋載`1整 番的電攀 もめ

ろク争、生さ密さこ芽をふ全だレ感じめたっ

………一一一 言



F ::

し

鬱〕教野が茨弯とささえる課題 .

OSさ ん、Naさん、なさんを減じめ生徒|〔答之るま岬のもつ拳力盪

拳対の通ガ、考えわ、ぃういろこあろわ。子ヵ曇見方主主塀:夏よってまよ繁タト
澤奮主義、受主主義|■ とらえら杯ていて、そのためいろぃろな滋 、トラチわ

乙生‐じてしキるむさもある。もしごウいクここが共通れとして許各さなるなゎ、

あえてみ欝的Kみた導力数とこむ療輩残したt｀ οメ)レ ナーの手力続lを ラ:票 して、
今後の敷鷲課進1の』駅り,篠みの基盤こしたtヽ 9

く知数) 福
諏 主する難裁

神
鶉サ菫菫の様にょく
末される真実浅上

(熊力)

沐瑠軍方、進鮭 、瀾察力、

築芍方、鰭 1カ など

礁麦)

※薫欽、点1者 、理に、
無饉毬乳.奮呼tなど

② Sさ ん、N久さん、Nさ んとみなおす

この導力のものさじ1■あててもウー晨 S、 Nよ、べきんと教なおしてみよう″

oβ さんの場轟一― 思さんの∠層の部オがたとえ貫∂ιか   4て ぃな セ

しても、イ薄ぞ舜もつわ層と義める者誓″場く残会と寺だて)産 開
義さざkかづさうに類C増 に移めわなている可簾力をゆさ木多t
たか,並 なわえ1後 、ヾそのガ動きルアユしているものえなんなずでて
‐
ご取ザ子象ごうとしているい。

9熱或さんの場鍵` …… 耀裁しか:す てtヽ るこ層か多層|■ までおじめチわ単な、A層

の環まブき泰嗅之籍tヽぞ颯ぼ悟かゲ盪れよつかませる手でて|ミ奮

ヵ、左島えることで減な
″
い小。

ゲベさんの場奪一― さ覆(彰看左議妙義篠させるな無と負覧させることで`iミ類

ルつりふ。
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